
 

競技体験プログラム【ジュニア】活動報告 
 

１ 日時 

2026年２月 21日（土） 18時 25分から 20時 30分まで 

 

２ 会場 

愛・地球博記念公園 アイススケート場 

 

３ プログラム名 

アイスホッケー 

 

４ 講師（敬称略） 

愛知県アイスホッケー連盟 賀来 大輔、福田 颯斗（他３名） 

 

５ 活動内容 

２回目の競技体験でした。前半は、前回の復習として、怪我をしない転び方

や転んだ後の立ち上がり方、スケーティングの基礎について確認しました。そ

の後、両足を開閉しながら、片足を軸にしてターンしながら前進や後退する技

術を学びました。その後、教わった技術をもとに、スケート場を反時計回りに

大きく周回するスケーティングの練習を行いました。徐々にスピードを上げ

て滑るアカデミー生の姿が見られました。 

次に、止まった状態でのパス練習とシュート練習を行い、最後は、ドリブル

からシュートをする練習を行いました。動きながらパックをコントロールし、

さらにシュート動作へと連動させていく難しさを感じつつも、笑顔でチャレ

ンジするアカデミー生が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

転んだ後の立ち上がり方を確認 
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競技体験プログラム【ジュニア】活動報告 
 

１ 日時 

2026年２月 14日（土） 18時 25分から 20時 30分まで 

 

２ 会場 

愛・地球博記念公園 アイススケート場 

 

３ プログラム名 

アイスホッケー 

 

４ 講師（敬称略） 

愛知県アイスホッケー連盟 賀来 大輔、村上 拓也（他２名） 

 

５ 活動内容 

はじめに怪我をしない転び方や転んだ後の立ち上がり方を学びました。そ

の後、スケーティングの基礎練習を行いました。最初は転倒する姿も見られま

したが、徐々に方向変換や止まり方など、新しい技術をマスターし、スピード

を上げてスケーティングができるようになりました。アカデミー生の能力の

高さを感じました。 

後半のパックコントロールでは、ドリブルやパス、シュート練習を行いまし

た。最初は思うようにパックをコントロールできませんでしたが、時間が経つ

につれ、上手にコントロールできるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転んだ後の立ち上がり方を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

スティックの持ち方の確認 
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集合写真 
 


